
      

  

お知らせ（重要） 
 

令和元年１１月１日から申請書の様式が統一され、現在新様式と 

旧様式両方での申請を受付しておりますが、１２月１日からは 

全ての申請において統一様式での申請が基本となります。 

※事業用自動車の増車届についても統一様式での申請となり、 

あわせて宣誓書（様式例２）の添付が必要となります。） 

 

（１） 統一様式の事業用自動車の増車届の車庫別収容車両明細の算出方法について 

統一様式に記載されている車両１台あたりの所要面積（普通車３８㎡、小型１１㎡、牽引２７㎡、

被牽引３６㎡）で計算した結果、車庫の面積の１００％を超える場合、車両明細及び車両配置図

を添付していただくか、もしくは車両１台あたりの所要面積を２重線で下記参考値例に訂正して

いただき、再計算してください。下記参考値例で再計算した結果、車庫の収容能力が９０％未満

の場合は、車両明細書及び車両配置図の添付は不要です。 

ポールトレーラについては、統一様式に記載されている車両１台あたりの所要面積の数値で計算

される場合は被牽引の種別で計算していただき、下記参考値例で計算される場合は、牽引の種別

で計算してください。 

 

（参考値例）普通２５㎡、小型１０㎡、牽引（ポール）２０㎡、トレーラー３５㎡ 

 

（例）車庫の収容能力が１０００㎡で普通車１５台、小型５台、牽引５台、被牽引５台から 

普通車を５台増車して普通車２０台、小型５台、牽引５台、被牽引５台にする場合 

 

○統一様式の数値（普通車３８㎡、小型１１㎡、牽引２７㎡、被牽引３６㎡）で計算すると 

車庫の所用面積が１１３０㎡で１１３％となり車両明細及び車両配置図の添付が必要 

 

○普通２５㎡、小型１０㎡、牽引（ポール）２０㎡、トレーラー３５㎡の参考値例で計算する

と車庫の所用面積が８２５㎡で８２．５％となり、車両明細及び車両配置図の添付は不要 

    

（２） 事業用自動車の増車届を提出する場合には、宣誓書（様式例２）の添付が必要となります。 

 

詳しくは運輸支局担当者までお問い合わせください。 


